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研究成果の概要（和文）：本研究ではプレインカからインカ帝国成立期の人骨試料を用いて、集

団の系統関係の解明と古代社会の多元的な復元を試みた。その結果、アンデス南海岸地域では、

紀元前には北部海岸地域と遺伝的に似ているが、時代とともに山岳地域からの集団の移入を受

け，インカ時代には集団の置換が起こったことが判明した。一方北海岸においては人口規模の

違いから、集団の遺伝的組成に変化はなく、文化変容が遺伝的な変化を伴わないものであるこ

とが判明した。これらの結果は古代アンデスにおける文化変容を解釈する際に新たな重要な情

報を付け加えることになった。 
研究成果の概要（英文）：This project examines the relationships between genetic 
composition and cultural changes in the Andean region through interdisciplinary 
investigation of the skeletal remains of various pre-Hispanic cultures. Looking at the 
coastal area, the genetic stock of the regional population was consistent with the stock of 
people of the equatorial coastal region during the Formative periods but, as time went on, 
people of the different stock increasingly arrived from the highland area. This influx 
accelerated during the Inca and colonial periods, nearly replacing the indigenous 
population of this area. On the other hand, pre-Hispanic to modern populations of the 
north coast are genetically similar to each other. Since the first millennium A.D. to today, 
the north coast region has maintained a relatively large population, retaining genetic 
diversity avoiding genetic drift. Our results provide new information about the patterns of 
genetic diversity in ancient Peruvian society, and its role in the cultural changes of the 
ancestral Andean society. 
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アンデスの古代社会には様々な文化が興隆
したが、これまで文化の変容とヒト集団の変

化について、考古学と人類学の知見を統合し
て解析した研究はない。なぜならこれまでの
人類学研究で主流だった形態学的な解析で
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は、よほど大規模な集団の交替がない限り、
限定された地域でのヒトの移動を考察する
ことはできず、文化の変容の問題については、
考古学的な知見のみから考察するしか方法
がなかったためである。しかし、現在では古
人骨試料のＤＮＡ分析が可能になったこと
で、血縁を単位とした系統の追跡も可能とな
っている。 
 古人骨からのＤＮＡ分析が可能になった
のは、ここ１０年ほどのことである。それま
でＤＮＡを用いた遺伝学的な研究は不可能
であったため、アンデスの古人骨を対象とし
たものは我々の先行研究（平成 13〜16年度
科研費海外学術研究「先インカ〜インカ帝国
形成期におけるアンデス先住民の人類学的
研究」）を除くとほとんど存在していなかっ
た。なお、この研究の成果は、（Shimada et al. 
2004,2005, Shinoda et al. 2006）などによ
って発表しており、アンデス地域のおける古
代ＤＮＡ研究の先駆けとなっている。 
 アンデスは比較的人骨の保存に適した地
域であるため、各時代のおびただしい数の
人骨が残されているが、実は考古学的なコ
ンテクストの明瞭なものはあまりなく、た
とえＤＮＡ分析ができても結果を解釈する
上での障害となっている。我々がこれまで
に行ってきた研究では、アメリカとペルー
の研究者による考古学的な背景のはっきり
とした調査発掘によって得られたサンプル
を用いており、古代アンデス社会に関する
研究の中で、特に成果の大きなものになっ
ている。この科研費で解析した人骨も、全
て新たな発掘調査によって得られたもので
あり、そこからもたらされる成果も、従来
の研究では得ることのできなかった質の高
いものになると考えられた。 
 更に、アンデス地域の研究は、土器の編
年をベースとした考古学的な研究が先行し
ており、人類学的な研究は、それぞれの地
域の人類史を描くには至っていないという
現状がある。近年人類学の分野では、 生物
考古学という地域集団の生活や変遷を復元
する分野が脚光を浴びている。本研究は、
これまで同種の研究がほとんど行われてい
ないこの地域の研究に、大きな貢献をする
ことが予想された。 
２．研究の目的 
 この研究課題ではこうした学問的な発展
を踏まえて、プレインカからインカ帝国形成
期の人骨試料の形態学的な研究とＤＮＡ分
析を同一試料に対して行うことによって、Ｄ
ＮＡ研究からの集団の系統関係の解明と、形
態学および生化学的な研究による古代社会
の復元を目指した。更にこれに考古学的な研
究から得られた知見を統合することによっ
て、古代アンデスに成立した様々な文化とそ
れを担ったヒト集団の関係について考察す

ることを目的とした。 
３．研究の方法 
 このプロジェクトは，遺跡から発掘された
同一個体の人骨に対して、古代ＤＮＡ分析、
形態研究、安定同位体の研究を行って、結果
を統合することで古代社会の復元を試みる
ものであるが、その中心となるのはＤＮＡ分
析である。 
  古人骨由来のＤＮＡ分析では、通常、解
析した個体間の血縁関係に関する解析と、集
団間比較が行われる。今回の研究でＤＮＡ分
析のターゲットとするのはミトコンドリア
なので、父系の解析はできないが、解析集団
がどの程度共通の母系の血縁を持った人々
から構成されていたかは明らかとなる。具体
的には、抽出したＤＮＡをテンプレートとし
て、ミトコンドリアＤＮＡのD-loop領域２
カ所を増幅するプライマーを用いＰＣＲ法
によるＤＮＡ増幅を行い、得られたデータか
ら個体間の血縁関係の推定を行った。次にＡ
ＰＬＰ法を用いて、ミトコンドリアＤＮＡの 
coding 領域の一部を増幅し、各個体のハプ
ログループのアサインを行った。これによっ
て得られたハプログループ頻度データをも
とに集団間の系統関係を考察した。 
 形態学的な調査では、主として歯と頭蓋
骨の計測学的な調査および形態小変異の出
現頻度の調査、習俗的な頭蓋変形や頭蓋穿
孔術の観察などを行った。 
 生化学的な分析として、人骨から抽出し
たコラーゲンに含まれる窒素と炭素の同位
対比の分析から、当時の人々が食べていた
食物を推定した。これによって集団ごとの
生業形態が明らかとなり、地域集団の比較
のための基礎的なデータを収集した。また
適宜放射性炭素を用いた年代測定を行い、
考古学的な知見と絶対年代が合致するかを
チェックした。 
４．研究成果 
今回のプロジェクトでは最終的に以下に述
べる５つのテーマに沿って解析を行った。
（１）北海岸のモチェ文化とそれに続くシカ
ン文化を担った集団の関係（２）南海岸のチ
リバヤ文化とインカの関係（３）クスコ周辺
のインカ集団の出自（４）パチャカマ遺跡出
土ミイラの系統の研究（５）アルティプラノ
地域の古代集団の遺伝的な特徴の解明。 
（１）ペルー北海岸はインカに征服される15
世紀まで、紀元前後に興るモチェから始まり、
シカン、チムーといった独自の文化が興亡を
繰り返した歴史を持っている。この文化の変
遷を考えるときに常に問題になるのが、それ
が集団の遺伝的な構成の変化を伴ったもの
なのか否かということである。この問題を解
決するために、モチェ、シカン、コロニアル
の各時代の人骨、合計100体あまりからＤＮ
Ａを抽出し、ミトコンドリアＤＮＡの分析を



行った。研究に用いたのは本科研の海外共同
研究者である南イリノイ大学の考古学者島
田泉が過去３０年に分かってこの地域で収
集した人骨である。分析の結果、各時代の集
団の遺伝的な構成に変化は無く、文化の変容
は集団の変化を伴わないものであることが
明らかとなった。更に、これら北海岸地域の
集団の遺伝的特徴を明らかにするために、現
在この地に住んでいる人々や、山岳地域や南
海岸の古代集団や現代人集団との比較を行
った。その結果、北海岸集団は他の地域と遺
伝的な特徴が異なっていることが明らかと
なった（本稿最後の図参照）。 
（２）チリバヤは、チリとの国境付近の存在
し、形成期からの遺跡が点在している。海外
共同研究者のソニア・ギレンは過去１４年に
渡ってこの地での発掘調査を続けており、既
に収集された人骨試料が６百体あまり存在
している。これらのサンプルから形成期に属
する6つの遺跡とチリバヤ文化期の3つの遺
跡から出土した人骨およびミイラを対象と
してＤＮＡ分析を行い、長期間にわたる集団
のＤＮＡ構成の変化について考察した。解析
した個体は 34体で、そのうち形成期の人骨
10体とチリバヤ文化期の 17体からＤＮＡ情
報を得ることができた。解析の結果、形成期
とチリバヤ文化期ではミトコンドリアＤＮ
Ａのハプログループ頻度に明確な差が観察
された。また近隣の地域のＤＮＡデータと合
わせて解析することによって、インカから植
民地時代以降に、この地域では山岳地域から
の集団の流入によって、ほとんど集団の置換
に近い状況が生まれていることも明らかと
なった。 
（３）クスコでは、クスコ文化庁との間に研
究協定を結び、2006年までに発掘されたマチ
ュピチュ遺跡周辺の遺跡から出土した人骨
のＤＮＡ分析と食性分析用のサンプルを合
計で200点程度集めることができた。マチュ
ピチュ遺跡周辺の人骨に関しては、1915-16
年のシーズンにマチュピチュ遺跡を発見し
たエール大学のハイラム・ビンガムの調査隊
が収集した人骨 80体あまりを我々は既に分
析し、報告している（2006, American Journal 
of Physical Anthropology. 131:98-107）。
今回分析した人骨は 21世紀になって同じ地
域から発見された人骨であり、基本的なＤＮ

Ａ構成は変
わらなかっ
た。ただし、
ビンガムら
の収集した
人骨は詳し
い出土状況
などが明ら
かになって
おらず、血

縁等の詳しい分析ができなかったのに対し、
我々の分析では同一の集団埋葬墓から出土
した多数の人骨の分析を手がけており、家族
構成の遺伝的な基礎についても考察するこ
とができた。また、Ｃ14炭素年代を計測する
と、遺跡によって時代のばらつきがあること
も判明した。 
上の図はマチュピチュ周辺の遺跡から出土
した人骨のＣ14年代。多くはインカ期だが、
年代の古いものや新しいものもあることが
判明した。 
（４）パチャカマ遺跡はリマ郊外にあり，紀
元前からインカ期まで継続的に利用されて
きた大規模な祭事の場である。さまざまなア
ンデス古代文化が共通して利用してきた場
所であるから、その墓域に埋葬された人々が，
どのような遺伝子構成をしているかに興味
が持たれている。今回のプロジェクトでは、
この遺跡の１２世紀に作られた墓から出土
した人骨２０体に対して、ＤＮＡ分析と安定
同位体分析を実施した。その結果、高地の集
団との関連を伺わせる結果が得られた。この
ことは海岸地域の祭事の場を高地集団が利
用していたことを示しており、考古学的な知
見と併せることでこの地域の性格について
も踏み込んだ議論ができた（Evaluaciones de 
sus Investigaciones y Obras にて発表）。 
（５）アルティプラノ（チチカカ湖を中心に
クスコ郊外からボリビアに広がる標高４千
メートル級の高地平原）はインカの創世伝説
ではその起源地とされており、この地域の集

団とクスコ近郊のインカ集団との遺伝的な
関係に興味が持たれている。今回のプロジェ
クトではチチカカ湖周辺の遺跡であるモリ
ノチラワチ遺跡から出土したインカ期の人
骨２０体のＤＮＡ分析と安定同位体分析を
試みた。その結果、この遺跡の集団が持つ遺
伝的な特徴は現在のアルティプラノの先住
民が持つ特徴と共通していることが判明し
た。この地域ではインカ帝国期から引き続き、
同じような遺伝的な特徴を持った集団が居
住していることが判明した。 
 上の図は、今回のプロジェクトの結果判明
したアンデス各地域の遺伝的な変遷をまと



めたものである。上段はアンデスの南海岸地
域における集団の時代的な変遷を追ったも
ので、時代とともに集団の遺伝的な特徴が変
化していることがわかる。最終的には下段の
左端に示したインカ時代のクスコ周辺集団
と同じような遺伝的構成となり、この地域か
らの影響を強く受けていることが読み取れ
る。一方、下段に示した南海岸地域では，各
時代を通じてほとんど遺伝的な構成に変化
はなく、古代から大きな人口を擁していたこ
の地域では、文化の変遷とは異なり、他の地
域からの影響は小さかったことがわかる。 
アンデス各地の現代人集団と，今回の研究に
よって得られた古代集団の系統関係。アンデ
ス集団は大きく北部海岸地域集団と，南部の
山岳集団に分けられることが分かる。それぞ
れの古代集団もおおまかには、それぞれの現
代人集団につながる遺伝的な組成をしてい
ることも読み取ることができる。 
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